ケース移管と情報提供票　記入にあたっての要領

１．目的

　　この要領は様式１－２の記載にあたり、記入事項の一つのスタンダードとして定める。

２．「ケース（移管・情報管理）票」記入上の留意点

（１）「最初に相手方児相に電話連絡した日と内容概略」欄

・最初に相手方児相に電話連絡等を行った日付と、内容について、簡潔に伝達すべきポイントを１～２行程度で記述する。

・これは、移管についての事務の開始期における伝達内容を記録し、相手方児相との連絡の行き違いをなくすために設定している。

（２）「ケース概要・家庭状況等特記」欄

　　・箇条書きで、ケース及び家庭状況についての特徴について記述する。

・家族構成員の状況として、特に相手先児相が見落としてはならない点を記載。

・児童相談所運営指針の改訂に伴い、きょうだいの状況についても明記する。

・ジェノグラムとエコマップは手書き可。一目でわかる図として活用する。

・経過記録の時系列的な記述と異なる、最新の家族構成員の生活状況・ボイントを簡潔に記載することにより、引継時の焦点を明らかにする。

　　（３）「ジェノグラム／エコマップ」欄

　　　　　記載する記号等は、原則として子ども・家庭への支援計画を立てるために（児童自立

支援計画研究会編）ｐ５３１以降に基づく。

しかし、本シートの記入欄は限られているので、最新の状況の中からキーパーソン・

鍵を握る社会資源の存在などに絞った記述に努める。　　　　

（４）「直近情報」欄

　　　　・最新情報について知り得ている有力情報を、簡潔に１行以内で記載する。

　　（５）「リスク要因」欄

　　　　　各１～２行以内で簡潔に相手方児相への伝達に落とせない視点を記述。

　　　　・移管時には、とりわけ、直ちに見逃してはならないポイントを記述。

　　　　・情報提供票については、「虐待が現在は沈静化しているが、どのようなリスクをまだ残しているか。」について等を記載する。
・その他、当該家族に援助方針を引き継ぐ旨等が伝えられているか否かについても、記述することとする。

　　（６）「主な指導経過」欄

　　　　・箇条書きにて、これまでの指導経過の中でも見落としてはならない最重要日

・事項についてのみ日付を追って簡潔に記載する。

　　（７）その他

・電子ファイルで使用する場合、必要があれば様式中のセルの属性をかえ、文字を大きくする、または使用が少ない欄を使用率が多くなってしまった欄に振り返る等、様式が大きく変化しない範囲で欄幅操作を可能とする。
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